
  2014年度博物館自己点検・評価報告書

第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか
a ◎高等教育機関として大学が追及すべき

目的（建学の精神，教育理念，使命）を踏
まえて、当該付属機関・委員会の理念・目
的を設定していること。
　　　　　　　　　　　　　　【約５００字】

　本学における「大学博物館」の起源と来歴をふまえ，学内共同利
用機関としての機能の強化を目指して，博物館は，以下のような３
つの使命を掲げる【1-34-1:49頁】。
ミッション１：収蔵資料の管理と教育・研究機能の拡充
　博物館が管理する国内有数の収蔵資料を質・量ともに充実させ，
調査・研究を進めるとともに，保存・管理および学術情報公開の態
勢を整備し，教育・研究機会における利活用を促進する。
ミッション２：学内共同利用機関としての機能拡充
　学部・大学院や研究・知財戦略機構と連携し，本大学の戦略的な
教育・研究推進計画に寄与するとともに,博物館として特色ある教
育・研究事業を実現する。
ミッション３：社会貢献・社会連携の拡充
　博物館及び本大学における教育・研究の成果を社会に還元する生
涯学習の多様な機会を提供するとともに，収蔵資料の現所在地等と
の交流を通して本大学の社会連携推進に寄与する。
　また，博物館規程第2条に「博物館は，資料等の収集，整理，保
存及び展示を行い，明治大学の学生，教職員，校友及び一般公衆の
利用に供し，教育・研究に資するための事業を行うことを目的とす
る」と掲げている【1-34-1 42頁】。博物館の理念・目的は，旧三
博物館の由来と歴史，コレクションの性格，そして学内機関として
望まれる役割などの諸側面から検討されている。

1-34-1 2014年度明治
大学博物館年報

b ●当該付属機関・委員会の理念・目的は、
建学の精神、目指すべき方向性等を明ら
かにしているか。
　　　　　　　　　　　　　　【約１００字】

　博物館ホームページ及びリーフレットに掲載している博物館の理
念・目的は，次のとおりである。『明治大学博物館は，建学の精神
である｢権利自由｣｢独立自治｣にもとづき，博物館としての学術研究
の成果を公開し，みなさんの学習に供することを目的としていま
す。私たちの博物館には３つの部門があり，それぞれ異なる由来を
もっています。商品部門は｢商品博物館｣を前身として商品を通した
生活文化のあり方を，刑事部門は｢刑事博物館｣を前身として法と人
権を考えます｡考古部門は｢考古学博物館｣を前身とし，人類の過去
と多様性を取り上げています。21世紀を生きる私たちは様々な問題
を抱えています｡それらを克服していくためのヒントを，私たちの
博物館を通じて見つけていただければ幸いです』【1-34-2】【1-
34-3】。

1-34-2 博物館リーフ
レット
1-34-3 博物館ホーム
ページ
（http://www.meiji.a
c.jp/museum/greeting
/copy_of_greeting.ht
ml）

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか
a ◎公的な刊行物、ホームページ等によっ

て、教職員・学生、受験生を含む社会一般
に対して､当該大学・学部・研究科の理念・
目的を周知・公表していること
【約１５０字】

　理念・目的は，教育研究計画，自己点検・評価報告書に掲載して
いる。社会への周知・公表方法としては，リーフレット，博物館
ホームページほかに理念・目的を掲載している【1-34-1:49頁】
【1-34-2】【1-34-3】。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●理念・目的の適切性を検証するに当た

り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
　　　　　　　　　　　　　　【約３００字】

　教育研究計画の作成，自己点検・評価報告書の作成などの機会
に，再点検をおこなっている。

（Ⅰ-２）理念・目的に基づいた特色ある取り組み
　各部門の収蔵資料・展示内容（刑事・考古・商品の３部門構成）
は，国内の他大学・他博物館にも類例のない特色を有しており，収
集・受贈により，さらにオリジナリティのあるコレクションの形成
を進めている。また展覧会の映像化と配信など，ＩＣＴを用いたコ
レクション・活動の発信を推進している。2014年度の教育研究計画
をもとに実施した主催特別展，生涯学習講座，学内研究組織の成果
公開に資する企画展，地域連携事業，大学博物館交流事業【1-34-
1:7～19頁】は，上記した博物館の理念・目的に立脚している。

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価

Alt＋Enterで箇条書きに

発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



  2014年度博物館自己点検・評価報告書

第２章　教育研究組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか
a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的

に照らし，適切であるか。学術の進展や社
会の要請と教育との適合性について配慮
したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目
的を実現するためにふさわしいものである
か。
　【約３００字】

　博物館は，1929年に設置された刑事博物館及び1950年と1952年に
それぞれ設置された商品博物館と考古学博物館の3館が2004年に統
合され，アカデミーコモンの地階に設置されている【2-34-1】。教
員や外部有識者，学内外の研究者からなる研究調査員，ワーキング
グループの協力を得て4名の博物館学芸員が主導となり，常設展示
室と特別展示室により，展示活動を行っている。常設展示室への
2014年度入館者数は，42,333人であり，特別展示室の稼働率は，展
示環境の保全期間を除くとほぼ100％で，2014年度の博物館総利用
者数は67,949人に上る【2-34-2:33頁】。博物館は，2015年4月に新
博物館開設後11年目を迎えた。この間の学術の進展を常設展示室に
反映するために，2014年度博物館教育・研究に関する計画書にもと
づき，常設展示室の展示内容を検討し改修準備をすすめている。社
会の要請に応えて博物館の特色あるコレクションの利活用を進める
ため,2014年度博物館教育・研究に関する計画書にもとづき，ウェ
ブを利用した実物資料・画像資料の公開に資するＩＣＴミュージア
ムの検討・制作を行っている【2-34-2:50頁】。

0 2-34-1 博物館リーフ
レット《既出1-34-2》
2-34-2 2014年度明治
大学博物館年報《既出
1-34-1》

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか
a ●教育研究組織の適切性を検証するにあ

たり，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
　【約500字】

　学芸員組織を中心に運営される各種の博物館事業は，博物館協議
会において教育・研究計画及び事業報告ほかの審議を行うことで，
組織運営状況を検証する機会が持たれている【2-34-3】。ワーキン
ググループの編成や研究調査員の選定は，博物館協議会での承認は
もとより館長・副館長・所属員による定例会議において日常的に検
証をおこなっている。

2-34-3 2014年度第１
回明治大学博物館協議
会議事録，第2回明治
大学博物館協議会議事
録 事業報告の審議資
料は，《既出1-34-1》

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定めているか
a ●　学生の学修，教員の教育研究の環境

整備に関わる方針を，当該大学の理念，
目的を踏まえて，定めているか。

　施設・設備面においては一般的な博物館施設の水準に照らして充
分なレベルにあるが，施設の運用段階で発見された課題を随時解消
するよう努力することを目的としている。
　収蔵資料の保存及び快適な学習環境の提供上，不可欠な要素であ
る安定的な温湿度管理や空気環境の整備を目指し，また，不特定多
数者を受け入れる施設として，引き続き，特に安全面の徹底を図
る。収蔵資料の増加傾向に対し，収蔵室の収容能力が限界を迎えて
いるため，新たな収蔵スペースの確保を目指すことを整備方針とし
ている。
　これらは，教育研究計画書，長・中期計画書の中に明文化してい
る【7-34-1:49～51頁】。

7-34-1 2014年度明治
大学博物館年報《既出
1-34-1》

（２）十分な校地・校舎および施設・設備を整備しているか

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

a ●　方針に沿って，施設・設備，機器・備品
を整備し，管理体制や衛生・安全を確保す
る体制を備えているか。

※施設概要表は，次ページ「図」シートに添付【7-34-1:40～41頁】
 「明治大学博物館」は，駿河台キャンパスのアカデミーコモン地下1
階と同2階に設置されている。延べ床面積は約2,500㎡であり，収蔵資
料点数は約31万点である。大学博物館の中でも有数の資料の規模と
なっている。博物館に配架される図書は，中央図書館で書誌登録さ
れ，ＯＰＡＣ検索が可能である。開館時間は10時00分から16時30分
で，2014年度は281日開館した【7-34-1：35頁】。
１．校地・校舎等の整備状況とキャンパス・アメニティの形成
　ア　収蔵室：収蔵資料の特質に応じて最適な条件を設定し，望まし
い保存環境の維持に努めている。
　イ　展示室：安全で快適な室内環境を維持し，随時，照明器具・サ
イン表示類を更新し，整備している。
　ウ　図書室：安全で快適な室内環境の維持に努めた。博物館友の会
による受付ボランティアが入退出の管理を担当し，閲覧席や書架の秩
序を維持している。定期的に配架状況を確認し整序している。
２．校地・校舎・施設・設備の維持・管理，安全・衛生の確保
　ア　バリアフリー化の推進
　博物館は不特定多数の来館者への対応が必要である。館内の段差を
解消したバリアフリー化を実現し，身体障害者・高齢者用の車イスを
用意し，要所に点字ブロックを設置したほか，誰でも使用できる多目
的トイレを設置している。
　イ　保守・管理
　博物館が設置されている校舎の保守・管理を担当する中央監視室
（専門業者へ業務委託）と協力し，良好な環境の維持・管理に努めて
いる。施設の害虫調査を行い，史資料の保全に努めている。
　ウ　防災・安全確保
　防災センター（専門業者へ業務委託）と協力し，防犯カメラを設置
して不測の事態や不審者をモニターするとともに，火災発生時は，自
動的に作動する消防・防火設備が設置されている。博物館は，本学の
防災体制において第３消防小隊第５班として編成されている。また,事
務室職員と博物館友の会を対象とした避難訓練を年1回行い，災害時の
来館者誘導の安全を図っている。

7-34-2　2014年度第2回
明治大学博物館協議会議
事録, 2015年3月23日開
催，審議事項１「2015年
度事業計画」《既出2-
34-3》

　博物館は，2014年度に
2004年度の新規開館後10
年を迎えた。教育・研究
に関する長期・中期計画
書に示した「博物館施設
の見直しと改修」【7-
34-1:50頁】にもとづ
き、常設展示室の改修準
備をすすめた。最新の研
究成果と展示技術を反映
させた常設展示室の改善
案を第２回博物館協議会
にて審議した。【7-34-
2】改善を要する点とし
て防黴・防虫措置を上
がっていたが、これにつ
いては特殊掃除機を活用
して予防に努め、小蠅発
生時には捕獲器の設置，
業者による発生源調査な
どを行って問題を改善し
た。

　　最新の研究成果を反
映させるため，2015年度
に常設展示の一部改修を
実施する。

　寄贈資料等の増加によ
り，すでに一部資料を仮
置している状態であり，
収蔵庫の増設は急務であ
る。また，常設展展示資
料への来館者の接触事故
を防ぐため，事務室内か
ら直接常設展示室内に警
告が可能な放送設備の整
備が必要である。加え
て、バックヤードを除く
各部屋の温湿度管理が困
難で，一部施設における
温湿度の不具合がみら
れ，来館者や職員への影
響が懸念される。上記の
点は継続案件であり，改
善を要望したが実現して
いない。

収蔵庫の増設計画を関係
部署に要望したが実現し
ておらず，引き続き要請
する。

　一部施設における温湿
度管理の不具合，放送設
備の整備について関係部
署に要望を行う。収蔵庫
の増設または新規収蔵庫
の確保を求めていく。



  2014年度博物館自己点検・評価報告書

第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）図書館，学術情報サービスは十分に機能しているか
a 博物館の学術情報サービスの基本方針

①　図書、学術情報サービスに関する方
針の明確化
②　図書、学術雑誌、電子情報等の整備
状況とその適切性
③　図書館の規模、司書等の資格を有す
る職員配置、開館時間・閲覧室・情報検索
設備などの利用環境
④　国内外の教育研究機関との学術情報
相互提供システムの整備
⑤　ラーニングコモン機能を発揮する学習
支援機能の充実　（※明大オリジナル項
目）

　博物館の図書・学術情報サービスに関する方針は，「博物館が管
理する国内有数の収蔵資史料を，質・量ともに充実させ，調査・研
究を進めるとともに，保存・管理および学術情報公開の態勢を整備
し，教育・研究機会における利活用を促進する」という博物館の理
念に基づいている。博物館の図書は博物館資料の一部に位置づけら
れ，刑事・商品・考古の三部門及び博物館学に関連する専門図書の
収集を方針としている【7-34-1:50頁】。これらの図書は，来館者
に開放し，また学術情報は，展示会等を通して社会に還元されるだ
けでなく，学外博物館等による展覧会への貸出し，出版・取材等へ
の提供など幅広く公開する。全国各地の発掘報告書，考古系学術雑
誌の体系的な配架等から，他大学，各地の考古学研究者・学生が利
用者に含まれることに特徴がある。2004年度の図書利用者は年間
5,809人で以後5,000人を割る減少傾向にあったが，OPAC検索利用を
開始した2009年度以降は増加傾向にあり，2014年度は5,476人であ
る【7-34-1:35頁】。

　 　

  博物館の図書・学術情報サービスは，図書，実物資料，各種記
録，画像など多岐にわたる。2014年度末までの蔵書数は，図書
83,740冊，雑誌2,938タイトルであり，「博物館図書室」に架蔵し
ている【7-34-1:32頁】。専門図書・雑誌の購入は，図書館との重
複を避け，年間100～200冊程度である。図書は，専門性の観点から
学芸員が選書し，古書・古文書・稀覯本の選定・購入は「資料評価
分科会」が行っている【7-34-1:36頁】。受贈図書は毎年2,500冊程
度あり【7-34-1:32頁】，多くが発掘調査報告書，地方史誌関係図
書である。
  博物館における図書以外の学術情報サービスに，①国内外の博物
館への資料・画像の貸出し，②調査・研究を目的とする外部研究者
等による閲覧，③教科書等の出版及び報道取材における資料撮影・
掲載利用がある。学外貸出について，2014年度の貸出点数は862点
（内レプリカ12点），閲覧利用は，2014年度の古文書閲覧は4,488
件，マイクロ閲覧は214件である【7-34-1 27頁】。撮影については
「撮影及び掲載に関する要綱」に基づき，2014年度の撮影・掲載利
用は1,760点である【7-34-1:27頁】。所蔵写真は2012年度までに大
部分のデジタル化が完了している。また，博物館で開催された各種
展覧会の内容は，「博物館アーカイブ」としてホームページ及び
iTunes Uで公開しており【7-34-3】，2014年度には特別展「藩領と
江戸藩邸」、開館10周年記念特別企画展「明大博物館クロニクル」
をコンテンツ化した。

　全国各地の発掘報告
書，考古系学術雑誌の
体系的な蔵書形成に
は，寄贈図書・雑誌の
役割が大きい。2014年
度の寄贈図書・雑誌は
2,236冊（2014年度の
新規登録図書の約
93%）で【7-34-1:32
頁】，この寄贈数は博
物館の伝統とこれまで
の活動実績が評価され
ている事による。実物
資料は博物館協議会の
資料評価分科会の審議
をへて一貫した方針に
基づいて購入されてお
り，これによって特色
あるコレクションの体
系的な形成が推進され
ている。展示のコンテ
ンツ化と公開などによ
り新たな学術情報サ

　博物館の特色あるコ
レクションの利活用を
目指し、新たな学術情
報サービスの展開とし
てウェブを利用した実
物資料・画像資料の公
開に資するＩＣＴ
ミュージアムを2015年
度に公開する。

7-34-3　博物館ホーム
ページ「博物館アーカ
イ
ブ」:URLhttp://www.m
eiji.ac.jp/museum/mm
archive.html

＜博物館における学習支援＞ ＜博物館における学習支援＞
　博物館においては，本学を含め，首都圏を中心とした学芸員資格
課程をもつ各大学から博物館実習生（館務実習）の受け入れを行っ
ている2014年度は館務実習・見学実習あわせて延べ90名の実習生を
受け入れた【7-34-1:17頁】。また，学部生を対象に博物館の収蔵
資料，教育・研究活動の紹介や博物館リテラシーの向上を目的とし
て学部間共通総合講座「博物館の現場を実見する」を半期開講し，
2014年度は16名の学部生が履修した【7-34-1:17～18頁】。

（５）研究倫理を遵守するために必要な措置を取っているか
a ①　研究倫理に関する学内規程の整備状

況
②　研究倫理に関する学内審査機関の設
置・運営の適切性

「博物館自己点検・評価委員会」は，博物館執行部が兼務してい
る。自己点検・評価報告書をもとに博物館協議会において事業報告
を行い，単年度及び長・中期計画を提示することで事業評価の場と
している。博物館事業の実績は「博物館年報」として冊子及びホー
ムページで公開している【7-34-1】。学外者の意見としては，1988
年より自律的な学習組織として続いている「明治大学博物館友の会
（会員数478名）」【7-34-1:20頁】【7-34-4】との連絡会議におけ
る意見を次年度の事業計画策定に活かしている。

7-34-4 博物館ホーム
ページ「博物館友の
会」:URL
http://www.meiji.ac.
jp/museum/company/to
monokai.html



 2014年度博物館自己点検・評価報告書

第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）社会との連携・協力に関する方針を定めているか
a ●社会連携・社会貢献に関する方針を定

めているか。
●教職員・学生が方針を共有しているか。

　社会連携と社会貢献は博物館一般の本来的な機能であり，博物館
のミッションの一つに，「博物館及び本大学における教育・研究の
成果を社会に還元する生涯学習の多様な機会を提供するとともに，
収蔵資料の原所在地自治体等との交流を通して本大学の社会連携推
進に寄与する」と明記している。本方針は，博物館長・中期計画書
に記すとともに【8-34-1:49頁】，ホームページで公開している
【8-34-2】。

8-34-1 2014年度明治
大学博物館年報《既出
1-34-1》
8-34-2 明治大学博物
館ホームページ「理
念・目標」URL:
http://www.meiji.ac.
jp/museum/greeting/c
opy_of_greeting.html

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか

Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　特別展・企画展の動画
コンテンツ作成や収蔵資
料の画像データベース公
開などＩＣＴ技術を用い
た多言語による情報発信
体制の構築をめざし検討
を進めてきた。新たな学
術情報サービスの展開と
してウェブやスマート
フォン・アプリなどを利
用した実物資料・画像資
料の公開に資するICT
ミュージアムを2015年度
に公開する。

8-34-3 2014年度教育・
研究年度計画の策定とそ
の推進について（学長方
針）
8-34-4 明治大学博物館
展覧会案内2014
8-34-5 明治大学博物館
ホームページ「明治大学
博物館アーカイブ」
URL:http://www.meiji.a
c.jp/museum/mmarchive.
html《既出7-34-33》
8-34-6 2013年度明治大
学自己点検・評価報告書
Ⅳ学長による改善方針
基準8社会連携・社会貢
献に関する改善方針

a ○大学博物館の社会サービス活動，社会
への還元状況
※加えて，受講者アンケートや外部評価
委員会による評価など検証の仕組みがあ
れば追記してください。根拠資料を検討く
ださい。

　大学博物館では，博物館長の統括の下，博物館協議会を活動の検証
機関として，各種展示活動や教育普及活動により教育・研究成果を還
元している。2015年5月現在，刑事部門1名，刑事・商品部門の兼務1
名，考古部門2名からなる学芸員資格と修士学位をもつ4名の学芸員が
配置されている。
　学長方針の「博物館は，本学の教育・研究成果を社会に還元する学
内共同利用機関として，特別展をはじめ，展覧会や公開講座など多彩
な教育・普及活動を展開し，生涯教育・社会連携事業の一翼を担」う
との位置づけに従い【8-34-3:20頁】、博物館では、教育・研究に関す
る長期・中期計画書の理念・目的におけるミッションとして「収蔵資
料の管理と教育・研究機能の拡充，学内共同利用機関としての機能拡
充，社会貢献・社会連携の拡充」をかかげており【8-34-1:49頁】，教
員，外部有識者の協力を得て4名の博物館学芸員が主導となり，本ミッ
ションを推進するために各種の研究活動に基づく展示・教育普及活動
を実施している【8-34-1:7～25頁】。
　明治大学駿河台キャンパスに設置している博物館には常設展示室と
特別展示室があり【8-34-1:40～41頁のＡ及びＲ】，常設展示室（刑
事・商品・考古部門）への2014年度入館者数は42,333人であり，特別
展示室の稼働率は，展示環境の保全期間を除くとほぼ100％で【8-34-
4】，2014年度の博物館総利用者数は67,949人である【8-34-1:33
頁】。なお，2014年12月には2004年４月のリニューアルオープンから
数えて70万人目の来館者を迎えた。2014年度の取組み実績は【8-34-
1:7～25頁】，①博物館主催特別展１回，②博物館主催開館10周年記念
特別企画展１回、③博物館・大船渡市立博物館共催震災復興支援展示
会１回、④博物館・学内外組織による企画展4回，⑤博物館コレクショ
ン展11回である。①，②は動画コンテンツを博物館HPで公開してる。
【8-34-5】
　生涯学習講座は主に本学のリバティアカデミーの一環として行って
おり、2014年度は，入門講座等4講座，公開講座5講座を実施した。
　博物館の地域連携は，収蔵資料や研究活動をもとに関係を構築して
いる点に特色があり，2014年度は①国史跡星糞峠黒曜石原産地遺跡の
史跡整備に関わる発掘調査および調査報告書の作成への参画，ならび
に，長和町立黒曜石体験ミュージアム運営協議会委員の委嘱，②特別
展「藩領と江戸藩邸」における宮崎県延岡市，福島県いわき市との展
示連携がある。この他，明治大学付属明治中学校での出張授業の実
施，千代田区ミュージアム連絡会との連携，中央区・千代田区を中心
とする事業者の団体「ＮＰＯ法人東京中央ネット」と連携した江戸
アートエキスポへの協賛等も行っている【8-34-1:18頁】。また博物館
の運営を支える「博物館友の会」の会員数も450名を越え，生涯学習の
機会となると同時に，博物館運営に不可欠の存在となっている。
　2010年度より継続している南山大学人類学博物館との事業交流協定
に基づく活動として，2014年度は，コレクションを相互の博物館で展
示する交換展示会と2回のギャラリートーク，教員・学芸員による特別
講義を両校で開催した【8-34-1:18～19頁】。

　博物館では教育・研究
に関する長期・中期計画
書の理念・目的に従い、
収蔵資料の調査研究，学
内外研究者との連携，資
料出所地域との連携に
よって，高い水準の研究
成果を地域社会に還元し
ている。研究活動は，科
研費等の外部資金による
各種の基礎研究および収
蔵資料研究からなり，展
示，生涯学習，地域連携
をはじめとする全ての博
物館活動にその成果が反
映するというサイクルが
確立している。また、特
別展・企画展の動画コン
テンツ公開は、博物館コ
レクションの国内外にお
ける共有，社会還元に貢
献している。
　そして，2014年度は東
日本大震災の復興支援関
係の2展示会を開催した
（博物館・大船渡市立博
物館共催震災復興支援展
示会、リアス・アーク美
術館東日本大震災と津波
展）。これは学長による
改善方針「社会連携・社
会貢献に関する改善方
針」の「②東日本大震災
の復興支援活動を恒常的
に継続し」【資料8-34-
6:290頁】にこたえたも
のとして評価される。



 2014年度博物館自己点検・評価報告書

第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（検証システムと改善実績） 　博物館の検証システムについては，博物館長の下で作成される
「博物館自己点検・評価報告書」に加え，最低年2回開催する「博
物館協議会」において，事業報告に対する意見・評価を次年度の教
育研究計画に反映させている。また，「博物館友の会」【8-34-
1:36～37頁】と連絡会議を年４回程度定期的に開催しており，学外
者から見た博物館に対する意見を聴取している。2015年3月現在，
478名の一般市民会員からなる友の会は，1988年に旧考古学博物館
に発足し，自主的な学習活動を中心としつつ，展示解説，図書室管
理等のボランティアとして博物館の支援組織となっている。展覧会
での「来館者アンケート」では来館目的などの現状把握に努め，公
開講座では「受講者アンケート」により学芸員が内容を検証し，次
回の企画立案の参考としている。
　博物館の教育研究活動の成果は，年２回発行される広報誌
「ミュージアムアイズ」【8-34-7】，年１回発行される「博物館年
報」【8-34-1】，年1回発行される「博物館研究報告」【8-34-8】
を刊行することにより，定期的に社会に公開している。

8-34-7 ミュージアム
アイズvol. 63，64
資料8-34-8　明治大学
博物館研究報告20号



  2014年度博物館自己点検・評価報告書

第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の理念・目的の実現に向けて，管理運営方針を明確に定めているか。
a ●意思決定プロセスや，権限・責任（教学

と法人の関係性），中長期的な大学運営
のあり方を明確にした管理運営方針を定
めているか。
●方針を教職員が共有しているか。

　①学内共同利用機関，②国内有数の資料保存機関，③生涯学習機
関，という博物館の機能を果たし，適切な会計処理を実現し得る管
理運営の体制を構築することを目的に，博物館運営の中枢である収
蔵資料の保存，展示，生涯教育の推進という専門的職務遂行能力を
要する業務は，学芸員が担当することを方針とする。

（２）明文化された規程に基づいて管理運営を行っているか
a ◎関連法令に基づく管理運営に関する学

内諸規程の整備とその適切な運用
　「明治大学博物館規程」「学術・社会連携部事務分掌内規」に基
づいて管理・運営をおこなっている。博物館長は博物館規程上に
「館務を総括し，博物館を代表する」と位置付けられている。
　学長宛に教育研究計画を毎年度提出しており，計画は全学に配布
される。この計画に従って意思決定されていくが，館長・副館長・
専任職員による週一で定例的に行っている打ち合わせの席上で，適
宜，点検・評価をおこなっている。

（３）付属機関等の業務を支援する事務組織が設置され，十分に機能しているか
a ●事務組織の構成と人員配置の適切性

●検証プロセスを適切に機能させ，改善に
つながっているか。

　専任職員は博物館事務長及び学芸員資格と修士の学位を持つ学芸
員4名が配置され，学芸員資格もしくは専門的職務遂行能力の審査
によって採用された短期嘱託職員６名が学芸部門及び管理部門の業
務を補助している。
　管理部門に属する専任職員は管理職１名のみで，庶務担当専任職
員の削減後，学芸員が専門的職務以外に庶務業務を分担することに
なり，結果的に専門性に基づく業務の遂行に充てる時間が制約を受
けることになった。職員の職務遂行能力の適性に基づく業務計画が
なされておらず，効果的な人員配置となっていない。また，博物館
において専門的職務を遂行する学芸員の採用・昇進等に関して，専
門職としての位置付けは制度化されていない。
　事務機能の改善・業務内容の多様化へは，専任職員と嘱託職員へ
の業務の協同・再配分によって対応している。

　学芸員4名以外の庶
務担当専任職員が配置
されていないのは，管
理運営上適切な監査体
制が取れないことを意
味している。学芸員は
専門的職務以外の庶務
を分担しているが，一
定のサイクルで繁忙期
が訪れる学芸業務と継
続的に一定量の業務量
が発生する庶務業務の
両立には困難をともな
い，「意欲・資質の向
上」に関しても支障を
及ぼしている。そのた
め，学芸員以外の専任
職員の配置が必要であ
る。

　学芸員の専門職化
（専門職制度）と事務
室職員の増員は，全学
的な人事計画のなかで
検討される性格の課題
であることから，引き
続き問題点の整理を行
い，関係部署との連
絡・協議を行う。

（４）事務組織の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか
a （有効性，検証システムと改善状況）

●事務職員の資質向上に向けた研修など
を行うことによって，改善につながっている
か。

　業務課題の把握，事業進捗などについては，館長・副館長・専任
職員による週1回の打ち合わせの席上で，適宜，点検・評価がなさ
れており，これが実質的なスタッフ･ディベロップメント（ＳＤ）
の役割を果している。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度博物館自己点検・評価報告書

第１０章　内部質保証

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか
a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表

していること
　                      【約４００字】

　公共的機関として博物館事業の適正化のため，博物館界全体にお
いて外部評価が注目されている。外部評価にたえうる博物館運営を
目指し，自己点検・評価活動を推進する。
　博物館協議会において自己点検・評価活動をおこなっている。特
別展の実施については，必要に応じて教員及び学外の有識者等によ
る実行委員会を組織している。
　事業内容，研究実績，収蔵資料利用数・入館者動向等の各種統
計，予算・決算報告，各種委員会，規程類，施設概要等について
「博物館年報」を年次刊行し公開している【10-34-1:1～54頁】。
「博物館年報」は関係機関に配布するとともに，ホームページに掲
載して一般社会に公開している。

10-34-1 2014年度明治
大学博物館年報《既出
1-34-1》

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか 　
a ●内部質保証の方針と手続を明確にして

いること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価
結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること
　　　　【８００字～１０００字程度】

１．内部質保証の方針と手続きの明確化
　館長・副館長，専任職員による週1回の定例打ち合わせの席上
で，適宜，点検・評価をし，改善方策を策定している。また，年2
回の博物館協議会において事業報告や各種アンケートの集計結果を
提示し，事業評価の場を設けている。
２．内部質保証を掌る組織の整備
　週1回の定例打ち合わせの席上で，館長・副館長以下専任職員全
員（合計7名）が恒常的に点検・評価，改善策の策定にあたってい
る。また，博物館協議会においても自己点検・評価の機会を設けて
いる。博物館友の会との年4回の連絡会議において各種事業につい
て寄せられる意見を聴取している。
３．自己点検・評価を改革･改善につなげるシステムの確立
　次年度の教育研究計画の策定時，あるいは事業計画の策定時，週
1回の定例打ち合わせの席上で，適宜，点検・評価がなされてい
る。
４．構成員のコンプライアンス（法令・モラルの遵守）意識の徹底
　定例的な法定監査・内部監査に基づき，博物館事業及び組織運営
の適切性を再点検している。

　館長・副館長，専任
職員による週1回の定
例打ち合わせを行う事
によって，日常的に活
動内容の共有・検証・
改善案の検討が行われ
ている。また，博物館
協議会によって学内者
が博物館全体の評価を
行う機会が整えられて
おり，友の会との連絡
会議によって学外者の
意見聴取も実施されて
いる。

　博物館協議会は「明
治大学博物館規程」第
7条に規定されている
が【10-34-1:42頁】，
議決組織としては規定
されていない。実際に
は重要事項の審議・承
認の手続きがおこなわ
れており，現状として
内部質保証の検証機能
に支障はないが，議決
組織としての規定は必
要である。

　現行の博物館協議会
の改組を中心とした博
物館規程の改定に取り
組む。全学的な教員・
学生による博物館利用
の促進を図るべく，全
学部・大学院・専門職
大学院から委員への参
画を求めるとともに議
決機関としての性格を
規定した運営委員会組
織へ改組する。

　博物館協議会の運営
委員会への改組を踏ま
え，運営委員会の下に
学芸員組織と共同で博
物館の専門的な活動に
参与する専門部会を設
置し，博物館の掲げる
①学内共同利用機関，
②国内有数の資料保存
機関，③生涯教育機関
という運営機能を強化
する。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか
a ●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅｃｋ

（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ（改善）の具体
的内容・工夫

＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

　週１回の定例打ち合わせの席上で，適宜，点検・評価をおこなっ
ている。また，学外の研究者に研究調査員を委嘱し，調査・研究活
動に対する客観的評価・助言を得ている。また，学外者の意見とし
ては，博物館友の会との連絡会を開催し，博物館運営についての意
見を聴取している。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



Ⅶ　教育研究等環境

施設概要 （単位　㎡）
階 面積 延べ面積

館長室 B1 42.86㎡

事務室 B1 94.06㎡

会議室 B1 45.12㎡

倉　庫 B1 61.86㎡

図書室 B1 145.04㎡

書　庫 B1 176.03㎡

閲覧室 B1 35.95㎡

博物館教室 B1 87.94㎡

体験学習室 B1 44.31㎡

ミ ュージアム
ショップ

B1 33.95㎡

常設展示室 B2 497.19㎡

大学史展示室 B1 115.20㎡

特別展示室 B1 173.34㎡

学芸研究室 B1 92.03㎡

作業室1 B1 60.80㎡

作業室2 B1 129.70㎡

展示準備室 B1 50.23㎡

前室 B2 38.90㎡

一時保管室 B2 77.35㎡

収蔵室1 B2 271.46㎡

収蔵室2 B2 147.37㎡

特別収蔵室 B2 23.28㎡

写真保管室1 B1 56.68㎡

写真保管室2 B1 34.07㎡

調
査
研
究
部
門

332.76㎡

収
蔵
部
門

649.11㎡

合　　計 2,534.72㎡

管
理
部
門

243.90㎡

教
育
普
及
部
門

523.22㎡

展
示
室

785.73㎡
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